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計
画
は
一
時
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
。
復

興
工
事
に
伴
う
工
事
費
の
高
騰
や
人
材
・

資
材
不
足
な
ど
、
様
々
な
困
難
を
乗
り
越

え
て
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
７
月
に
は

解
体
工
事
に
着
工
。
二
代
目
の
複
雑
な
構

造
体
の
解
体
な
ど
数
々
の
難
問
を
解
決
し
、

３
年
10
ヶ
月
後
に
は
三
代
目
と
な
る
「
新

岩
手
教
育
会
館
」
が
無
事
竣
工
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
、
２
０
１
６
（
平
成
28
）

年
８
月
の
台
風
10
号
豪
雨
と
度
重
な
る
天

災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
岩
手
県
。
そ

の
た
め
、
新
し
く
完
成
し
た
三
代
目
の
岩

手
教
育
会
館
に
は
今
後
50
年
、
１
０
０
年

と
県
民
、
市
民
を
守
り
続
け
る
建
築
で
あ

り
た
い
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
の
趣
旨
に
共
感
し
た
小

松
美
羽
は
こ
の
建
物
に
長
期
滞
在
し
、
自

身
最
大
と
な
る
大
壁
画
を
描
き
、
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
建
物
完
成
の
１
年
ほ
ど
前
、
盛
岡
城

跡
公
園
に
あ
る
櫻
山
神
社
で
ラ
イ
ブ
ペ
イ

ン
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、『
水
龍
環
抱
』
を

描
い
た
小
松
こ
そ
壁
画
を
描
く
の
に
ふ
さ

わ
し
い
と
、
選
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

壁
画
の
モ
テ
ィ
ー
フ
と
な
っ
た
の
は
、

岩
手
県
内
や
盛
岡
市
に
伝
わ
る
民
話
や
神

話
、
風
土
や
地
形
な
ど
。
そ
の
土
地
に
存

在
す
る
人
智
を
超
え
た
力
に
、人
々
を
守
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
想
い
を
、
こ
の
神
獣
讃

歌
『
巖が

ん
じ
ゅ鷲

幸サ
ッ
コ
ラ

呼
来
豊
穣
さ
ん
さ
』
に
託
し

て
い
る
の
だ
。
作
品
が
完
成
し
た
際
、
そ

の
傍
ら
に
、
彼
女
は
次
の
よ
う
な
言
葉
を

掲
げ
た
。

「
今
も
昔
も
こ
れ
か
ら
も
岩
手
の
土
地
に

は
、
一
対
の
大
き
な
水
龍
が
住
ん
で
お
り

ま
す
。
水
龍
は
川
の
化
身
で
あ
り
、
そ
の

形
は
年
を
追
う
ご
と
に
変
化
を
重
ね
て
お

り
ま
し
た
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
と
て
も

大
き
な
も
の
で
、
呼
応
す
る
よ
う
に
た
く

さ
ん
の
神
獣
た
ち
も
川
の
地
形
に
寄
り
添

う
よ
う
に
集
ま
り
、
人
々
の
魂
を
守
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。（
中
略
）
ど
う
か
こ
れ

か
ら
も
、
人
々
の
魂
を
見
つ
め
続
け
て
、

お
守
り
続
け
て
く
だ
さ
い
」。

部
藩
20
万
石
の
城
下
町
と
し
て
整

備
さ
れ
、
そ
の
後
も
繁
栄
を
続
け

た
盛
岡
市
。
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
に

は
そ
の
中
心
部
に
あ
る
盛
岡
城
跡
公
園
に

隣
接
し
て
最
先
端
の
建
物
が
完
成
し
た
。

「
岩
手
教
育
会
館
」
だ
。
１
９
３
６
（
昭
和

11
）
年
に
建
て
ら
れ
た
初
代
に
続
く
、
二

代
目
の
岩
手
教
育
会
館
を
手
掛
け
た
の
は
、

日
本
を
代
表
す
る
建
築
家
・
菊
竹
清
訓
。

こ
の
名
建
築
は
、
岩
手
県
の
教
育
の
振
興

拠
点
と
し
て
用
い
ら
れ
、
さ
ら
に
７
６
０

名
収
容
の
大
ホ
ー
ル
で
は
各
種
集
会
や
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
が
催
さ
れ
た
。

　

二
代
目
・
岩
手
教
育
会
館
の
完
成
か
ら

約
50
年
。
さ
す
が
の
名
建
築
も
老
朽
化
が

進
ん
だ
こ
と
か
ら
、解
体
建
替
え
が
決
ま
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
決
定
か
ら
間
も
な
い

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
３
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
、
工
事

エントランスホール
の巨大な壁画、神獣
讃歌『巖鷲幸呼来豊
穣さんさ』。

南

2017年、盛岡城跡公園にある櫻山神社で、小松
美羽はライブペインティングをおこなった。

昨年のライブペインティングで完成した『水龍環抱』は、
新岩手教育会館の2階ホワイエに常設展示されている。

今年 4月に竣工した新しい岩手教育会館は、1936（昭和11）年
に完成した初代から数えて3代目に当たる。

歌手・俳優の武田鉄矢は小松を「絵画の師」と仰いでおり、
ライブペイングティング時には櫻山神社を訪れている。

104105

ー 小松美羽「祈り」 ー


